
令和７年 11 月 25 日 

武豊町議会議長 

石川 よしはる 様 

建設経済委員会 

委員長 久野 勇 

建設経済委員会 

行政視察報告書 

 

１.視 察 年 月 日  令和７年 11月 10 日（月）～11月 11 日（火） 

 

２.視察調査項目・視察先  １日目：埼玉県志木市 

                ◎中心市街地活性化基本計画に基づくいろは親水公園整備・管理運 

営事業の実施までの経緯・現状について 

◎親水公園及び市庁舎の現地視察 

２日目：埼玉県八潮市 

   ◎新庁舎・新保健センターについて 

 

３.視 察 参 加 者  建設経済委員会委員：久野勇、甲斐百合子、石川喜次、鈴木絢賀 

              同行：榊原利幸（都市計画課まちづくり推進室長） 

随行：若松幸一（議会事務局長） 

 

４.調 査 視 察 内 容 

 １日目：埼玉県志木市 

 

事前質問に対する回答は別表のとおり 

 

 ２日目：埼玉県八潮市 

 

事前質問に対する回答は別表のとおり 

 

 

 

 



５.各 委 員 所 感（武豊町に活かせること等） 

久野勇委員長： 

●埼玉県志木市 

人口 7万 6千人、9ｋｍ²の市で有り、立地的に大きな川が 2つ有り、自然豊かな市

です。また川の合流地点中州ゾーンに完成したばかりの志木市役所が建てられていま

す。志木駅から市役所までの商店街には空き家店舗が目立ちました。 

◎いろは親水公園について： 

中州ゾーン、左岸ゾーン、右岸ゾーンに分かれ、それぞれのゾーンに整備された公園が有ります。川

の堤防など氾濫時などを考慮し整備されていました。立地条件を上手く生かした公園です。公園再整備

にあたり「公募設置管理制度」「指定管理者制度」を取入れた事は民間の意見が反映され、運営の面で

も、サービス向上に繋がり、参考にすべき点と思います。 

◎市庁舎について： 

建設検討にあたり、Ｈ19年に耐震性能不足が判明し、検討委員会が設置されました。検討の中で複合

施設にせず、庁舎単独で現地建て替えの選択をされました。その理由として、事業費が膨大となる事や

工事期間が長期化するなどの理由が挙げられました。これは武豊町にとっても検討課題の 1つと思いま

す。過去の災害の経緯から、水害、地震の対策には非常に気を遣った構造になっています。財源は地方

債が 9割で一般財源は使用してないとのことです。 

●埼玉県八潮市 

◎新庁舎・新保健センターについて： 

新庁舎（保健センター含む）の周辺には八潮メセナ、中央公園が隣接し歩行者専用道路、園路で繋が

っています。現在は、庁舎建設が終っていましたが、周辺の道路、施設、駐車場については、整備途中

でした。庁舎内ではＬＡＮの無線化やノートＰＣの採用により、来庁者の提出書類記入の軽減、ペーパ

ーレスの推進、時間の短縮に寄与していることは参考にすべき事です。 

自然災害に強い構造で建てられており、水害に備えるために①1階部分の壁をコンクリートにした

事、②出入り口に防水板設置構造、③非常用発電機を屋外に設置（地下のタンクに 12000ｌの重油を備

蓄で 5日分の電気供給可能）、地震に対しては①免震構造、②粘性バンパーを採用していることは、参

考にすべき点であると思います。また、環境に配慮した自然エネルギーの活用が随所に見られ、太陽光

パネル、蓄電池はもちろんの事、地熱、外気を利用して床暖房や空調に利用しているとのことです。そ

の他、市民の利便性を考慮した市民スペースが多く、いずれも参考になることが多かったと思います。 

 

甲斐百合子副委員長： 

●埼玉県志木市 

「新庁舎建設について」 

河川に挟まれた場所のため、機械設備の上層階への設置、グランドテラスという

表玄関前の大広場の高さを過去最大水位より高くし、その下を駐車場にした点は、

地の特徴をよく考え設計を検討することが重要だと感じました。 



また、各階の南窓側にステップテラスと庇を設けることや吹き抜けと屋上換気窓で空気の流れを作るこ

とで、環境と空調コストを考えていた点は、本町でも参考にしたいと感じました。 

他にも各課の仕切りを無くしたユニバーサルレイアウトは、移動や連絡などがしやすく、レイアウト変

更も柔軟に出来るとのことでした。 

「いろは親水公園整備について」 

公募設置管理制度（PARK-PFI）と指定管理者制度（常駐）により、ベーカリーカフェ（飲食施設）・

ウオーターパーク（遊具）・市指定文化財建物の貸館やさまざまなイベントなど、公園のサービスレベ

ルが高く、とても魅力的な公園だと感じました。民間のアイデアや地域の団体との連携で、可能性が広

がる公園づくりを本町でも期待したいと思います。 

「中心市街地活性化について」 

空き店舗の増加など中心市街地の活性に悩み取り組む姿は同じだと思いました。その中でも街づくり

会社を中心に全 56事業を展開されているとのこと。 

また「中心市街地新規出店支援センター開設」「街バル開催」「固定資産税軽減制度」「中心市街地リノ

ベーション補助金」「中心市街地新築等事業補助金」「チャレンジショップ 1号店 2号店」など、取り組

みが具体的で参考になると思いました。 

●埼玉県八潮市 

「新庁舎建設について」 

環境と災害に重きをおいた庁舎で、県初の「ZEB-Ready」取得は、本町では難しい整備だと思いまし

たが、屋上設置の太陽光パネルが、機械設備のパーテーションを兼ねた縦型であった点、子育て支援課

窓口の近くにキッズスペースがあり、その階から保健センターの間にあるサークル広場に出られ、子ど

も連れに配慮しているつくりとなっていた点など、参考に出来る点も多くありました。 

志木市でもそうでしたが、市民スペースが期日前投票所などへの活用なども出来るようになっている点

も参考に出来ると感じました。 

 

石川喜次委員： 

〇埼玉県志木市（人口：約 7.6 万人） 

いろは親水公園再整備について 

Park-PFI と指定管理者制度を組み合わせた事業手法は、民間の資金やノウハウ取り

入れた整備、運営が可能となり、公共負担分の削減とともに、サービスの向上が図ら

れることから、公共交流拠点整備などへ採用の可否を検討し整理する必要性を感じた。 

中心市街地活性化について 

令和５年から、３つの商店街を中心としたまちの活力向上を図るため、空き家店舗補助金を始め、相

談体制の整備など、多くの支援制度やイベントの開催等の取り組みが進められている。まだ空き店舗も

点在しており、大きな成果には結びついていない印象を受けたが、起業が促進される街へと変わりつつ

あるため、今後を注視したい。 

新庁舎について 

旧庁舎から床面積を約４％減少させた新庁舎の建設の考え方（執務空間のコンパクト化）は、大変参



考となる事例ではあったものの、かなり大きいという印象を受けた。規模

については、国土交通省の規定に沿ったとのことであり、その基準自体が

これからのＤＸへの方向に合わなくなってきていることを踏まえると、本

町の庁舎の建設にあたっては、「来訪の不用」を踏まえた規模の検討も必要

であると感じた。 

市民利用の多い総合窓口や子どもや福祉に関する部署の窓口を１列に配置

することで、一目で利用する課が見やすくされている印象を受けたため、

本庁舎のレイアウトに取り入れたい。 

また、環境対策面では、階段部分を吹き抜けとし、庁舎内の空気循環の効率化を図り、庁舎南側は前面

ガラス窓と深いひさしを採用し、夏季、冬季の空調を効率化するための工夫を講じており、大変参考と

なるが、建設・管理コスト面での検討が必要と感じた。議場は円形で段差のないコンパクトな形状で、

議会をより身近に感じてもらう工夫がされている。また、障碍者に配慮した設備など、様々な配慮がな

されている印象であり、本町の新庁舎の議場にも取り入れたい。 

〇埼玉県八潮市（人口：約 9.4 万人） 

新庁舎・新保健センターについて 

複合化により、子ども関連部署と保健センター、自立支援部署とハローワークとを併設し、市民の利

便性の向上につなげている。また、２階に市民スペース（屋外）、キッズスペース、多目的広場などを

配置し、職員だけでなく、市民も使用でき、市役所が身近

に感じられる工夫がされており大変参考となる。また、環

境に配慮した県内初となる「ZEB Ready」の認証の取得は、

本町庁舎で採用する選択肢の一つではあるが、施設整備・

更新、管理のコスト面もあわせての検討が必要と感じた。 

本町の庁舎が目指す方向と同じ防災拠点としての耐震化、

保健センター併設により庁舎複合、集約化をしている点

や、DX など将来を見据えた構造等は参考としたい。 

 

鈴木絢賀委員： 

埼玉県志木市および八潮市の新庁舎を視察し、庁舎配置や機能性、空間づくりについて

多くの学びを得ました。 

●埼玉県志木市 

議場を外観の特徴として示す

ことで建築そのものから市政に興味が沸くよう

なデザインだと感じ、大変印象的でした。庁舎

に隣接して川沿いに親水公園が整備されており

自然を感じられる心地よい環境でした。さら

に、民間事業者と連携したカフェが収益性を持ちながら来庁者と市役所職員の憩いの場となっており、

官民連携によるにぎわい創出の可能性を感じました。武豊町でもぜひ取り入れたい仕組みです。 

庁舎 

保健センター 

市民スペース 



●埼玉県八潮市 

太陽光や地中熱の活用、自然換気など環境負荷軽減に配慮した設備が導入さ

れ、持続可能な庁舎運営が図られていました。これらの機能により ZEB Ready

（エネルギー消費量を従来比 50％以上削減している）認証を取得しています。

また、新庁舎内に保健センターを併設することで市民と職員双方にとって利便

性の高い動線が確保されており、公共施設の複合化の有効性を実感しました。 

 

両市の取り組みの視察は、機能性と環境性能、市民に開かれた空間づくりの重要性を再認識することが

でき、今後の武豊町新庁舎整備を検討する上での参考にしたいと考えます。 


























